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法 高 早 見 表
914560 1.268 1.622 1.976 2.330 2.684 3.038 3.392 3.746 4.100 4.454 4.808 5.162

59.67859.32458.97058.61658.26257.90857.55457.20056.84656.49256.13855.78455.43055.076

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

＊D型、E型を含む壁長　単位ｍｍ

5.516 5.870 6.224 6.578 6.932 7.286 7.640 7.994 8.348 8.702 9.056 9.410 9.764 10.118

10.472

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71

72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85

86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99

100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113

114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127

128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141

142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155

156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169

54.72254.36854.01453.66053.30652.95252.59852.24451.89051.53651.18250.82850.47450.120

49.76549.41249.05848.70448.35047.99647.64247.28846.93446.58046.22645.87245.51845.164

44.81044.45644.10243.74843.39443.04042.68642.33241.97841.62441.27040.91640.56240.208

39.85439.50039.14638.79238.43838.08437.73037.37637.02236.66836.31435.96035.60635252

3489834.54434.14033.83633.48233.12832.77432.42032.06631.71231.35831.00430.65030.296

29.94229.58829.23428.88028.52628.17227.81827.46427.11026.75626.40226.04825.69425.340

24.98624.63224.27823.92423.57023.21622.86222.50822.15421.80021.44621.09220.73820.384

20.03019.67619.32218.96818.61418.26017.90617.55217.19816.84416.49016.13615.78215.428

15.07414.72014.36614.01213.65813.30412.95012.59612.24211.88811.53411.18010.826

＊壁長は根石（B型）1個につき354mm増

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

根 石 早 見 表

法勾配

度　分

法高係数

1：0.10 1：0.15 1：0.20

1.0499 1.011118 1.01980

1：0.25

1.03078

1：0.30

1.04403

1：0.35

1.05948

1：0.40

1.07703

1：0.45

1.09659

1：0.50

1.11803

1：0.60

1.16619

1：0.70

1.22066

1：0.80

1.28062

1：0.90

1.34536

1：1.00

1.41421

1：1.10

1.48661

1：1.20

1.56205 1.64012

1：1.401：1.30

1.72047

63°-26’84°-17’ 81°-28’ 78°-41’ 75°-58’ 73°-18’ 70°-42’ 68°-12’ 65°-46’ 59°-02’ 55°-00’ 51°-02’ 48°-00’ 45°-00’ 42°-16’ 39°-48’ 37°-34’ 35°-32’

法 勾 配 係 数 表

割付図　作成します。お問合せ下さい。
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50

5段

4段

3段

1段

2段

10段

9段

8段

7段

6段

5段

4段

3段

2段

1段

割石型積ブロック谷積用・法高・壁長早見表

567

850

1.133

8.491

8.208

7.925

7.642

7.359

7.076

6.793

6.510

6.227

5.944

5.661

5.378

5.095

4.812

4.529

4.246

3.963

3.680

3.397

3.114

2.831

2.548

2.265

1.982

1.699

1.416

段
数

D型
数

E型
数

C型
数天端（H)

法高（ｍｍ）

＊
積
み
上
げ
段
数
に
は
根
石
、

天
端
石
も
含
む

までの

2

3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

15

14

16

17
18

19
20

21
22

23

24
25

26
27

28
29

30

1 1 0

1 1

2 2

2 2

1 1
2 2

1 1
2 2

1 1
2 2

1 1
2 2

1 1

2 2
1 1

2 2
1 1

2 2
1 1

2 2
1 1

2 2

1 1
2 2

1 1
2 2

1 1
2 2

1 1

0

28

26
26

24
24

22
22

20

20
18

18
16

16
14

14
12

12

10
10

8
8

6
6

4
4

2
2

法 高 早 見 表
914560 1.268 1.622 1.976 2.330 2.684 3.038 3.392 3.746 4.100 4.454 4.808 5.162

59.67859.32458.97058.61658.26257.90857.55457.20056.84656.49256.13855.78455.43055.076

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

＊D型、E型を含む壁長　単位ｍｍ

5.516 5.870 6.224 6.578 6.932 7.286 7.640 7.994 8.348 8.702 9.056 9.410 9.764 10.118

10.472

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141

142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155
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54.72254.36854.01453.66053.30652.95252.59852.24451.89051.53651.18250.82850.47450.120

49.76549.41249.05848.70448.35047.99647.64247.28846.93446.58046.22645.87245.51845.164

44.81044.45644.10243.74843.39443.04042.68642.33241.97841.62441.27040.91640.56240.208

39.85439.50039.14638.79238.43838.08437.73037.37637.02236.66836.31435.96035.60635252

3489834.54434.14033.83633.48233.12832.77432.42032.06631.71231.35831.00430.65030.296

29.94229.58829.23428.88028.52628.17227.81827.46427.11026.75626.40226.04825.69425.340

24.98624.63224.27823.92423.57023.21622.86222.50822.15421.80021.44621.09220.73820.384

20.03019.67619.32218.96818.61418.26017.90617.55217.19816.84416.49016.13615.78215.428

15.07414.72014.36614.01213.65813.30412.95012.59612.24211.88811.53411.18010.826

＊壁長は根石（B型）1個につき354mm増

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

壁長（L)ｍｍ

根石数（個）

根 石 早 見 表

法勾配

度　分

法高係数

1：0.10 1：0.15 1：0.20

1.0499 1.011118 1.01980

1：0.25

1.03078

1：0.30

1.04403

1：0.35

1.05948

1：0.40

1.07703

1：0.45

1.09659

1：0.50

1.11803

1：0.60

1.16619

1：0.70

1.22066

1：0.80

1.28062

1：0.90

1.34536

1：1.00

1.41421

1：1.10

1.48661

1：1.20

1.56205 1.64012

1：1.401：1.30

1.72047

63°-26’84°-17’ 81°-28’ 78°-41’ 75°-58’ 73°-18’ 70°-42’ 68°-12’ 65°-46’ 59°-02’ 55°-00’ 51°-02’ 48°-00’ 45°-00’ 42°-16’ 39°-48’ 37°-34’ 35°-32’

法 勾 配 係 数 表

割付図　作成します。お問合せ下さい。
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壁長Ｌ

役物ブロックＤ・Ｅ・Ｃ+根石ブロック並び個数

基本A型

側石C型

根石天端B型

隅根石E型・左

隅根石E型・右

隅根石D型・左

隅根石D型・右

基本型水抜和歌山県型ブロック

個数 L

L=11.534（ 31+2個）

L=11.180（ 30+2個）

L=11.888（ 32+2個）

L=12.242（ 33+2個）

L=12.596（ 34+2個）

L=12.950（ 35+2個）

L=13.304（ 36+2個）

L=13.658（ 37+2個）

L=14.012（ 38+2個）

L=14.366（ 39+2個）L=10.826（ 29+2個）

L=10.472（ 28+2個）

L=10.118（ 27+2個）

L=9.764（ 26+2個）

L=9.410（ 25+2個）

L=9.056（ 24+2個）

L=8.702（ 23+2個）

L=8.348（ 22+2個）

L=7.994（ 21+2個）

L=7.640（ 20+2個）

L個数

L=7.286（ 19+2個）

L=6.932（ 18+2個）

L=6.578（ 17+2個）

L=6.224（ 16+2個）

L=5.870（ 15+2個）

L=5.516（ 14+2個）

L=5.162（ 13+2個）

L=4.808（ 12+2個）

L=4.454（ 11+2個）

L=4.100（ 10+2個）

L個数

L=3.746（ 9+2個）

L=3.392（ 8+2個）

L=3.038（ 7+2個）

L=2.684（ 6+2個）

L=2.330（ 5+2個）

L=1.976（ 4+2個）

L=1.622（ 3+2個）

L=1.268（ 2+2個）

L=914（ 1+2個）

L=560（ 0+2個）

個数 L

個数 L

L=11.003（ 30+D1個）

L=11.357（ 31+D1個）

L=11.711（ 32+D1個）

L=12.065（ 33+D1個）

L=12.419（ 34+D1個）

L=12.773（ 35+D1個）

L=13.127（ 36+D1個）

L=13.481（ 37+D1個）

L=13.835（ 38+D1個）

L=14.189（ 39+D1個）L=10.649（ 29+D1個）

L=10.295（ 28+D1個）

L=9.941（ 27+D1個）

L=9.587（ 26+D1個）

L=9.233（ 25+D1個）

L=8.879（ 24+D1個）

L=8.525（ 23+D1個）

L=8.171（ 22+D1個）

L=7.817（ 21+D1個）

L=7.463（ 20+D1個）

L個数

L=4.985（ 13+D1個）

L=6.401（ 17+D1個）

L=7.109（ 19+D1個）

L=6.755（ 18+D1個）

L=6.047（ 16+D1個）

L=5.693（ 15+D1個）

L=5.339（ 14+D1個）

L=4.631（ 12+D1個）

L=4.277（ 11+D1個）

L=3.923（ 10+D1個）

L個数

Ｃのちり50ｍｍ＋済み

L=3.569（ 9+D1個）

L=3.215（ 8+D1個）

L=2.861（ 7+D1個）

L=2.507（ 6+D1個）

L=2.153（ 5+D1個）

L=1.799（ 4+D1個）

L=1.445（ 3+D1個）

L=1.091（ 2+D1個）

L=737（ 1+D1個）

個数 L

個数 L

L=11.003（ 30+E1個）

L=11.357（ 31+E1個）

L=11.711（ 32+E1個）

L=12.065（ 33+E1個）

L=12.419（ 34+E1個）

L=12.773（ 35+E1個）

L=13.127（ 36+E1個）

L=13.481（ 37+E1個）

L=13.835（ 38+E1個）

L=14.189（ 39+E1個）L=10.649（ 29+E1個）

L=10.295（ 28+E1個）

L=9.941（ 27+E1個）

L=9.587（ 26+E1個）

L=9.233（ 25+E1個）

L=8.879（ 24+E1個）

L=8.525（ 23+E1個）

L=8.171（ 22+E1個）

L=7.817（ 21+E1個）

L=7.463（ 20+E1個）

L個数

L=7.109（ 19+E1個）

L=6.755（ 18+E1個）

L=6.401（ 17+E1個）

L=6.047（ 16+E1個）

L=5.693（ 15+E1個）

L=5.339（ 14+E1個）

L=4.985（ 13+E1個）

L=4.631（ 12+E1個）

L=4.277（ 11+E1個）

L=3.923（ 10+E1個）

L個数

L=3.569（ 9+E1個）

L=3.215（ 8+E1個）

L=2.861（ 7+E1個）

L=2.507（ 6+E1個）

L=2.153（ 5+E1個）

L=1.799（ 4+E1個）

L=1.445（ 3+E1個）

L=1.091（ 2+E1個）

L=737（ 1+E1個）

Ｃのちり156ｍｍ＋済み

個数 L

隅根石D左・根石（B）・隅根石E右の場合

隅根石E左・根石（B）・隅根石D右の場合

隅根石D左・根石（B）・側石（C）の場合

隅根石E左・根石（B）・側石（C）の場合

L=560 L=914

156

L=737

156

L=1.091

L=737

50 50

L=1.091

Ｄ Ｅ Ｄ Ｂ Ｅ

L=737（1+D1個） L=1.091（ 2+D1個）

Ｄ Ｂ Ｄ ＢＢ

Ｅ Ｂ Ｅ Ｂ Ｂ

L=737（1+E1個） L=1.091（2+E1個）

L=914（1+2個）L=560（0+2個）

Ｃ

Ｃ

ＣＣ

Ｃ

Ｃ

和歌山県型ブロック 基本型水抜

隅根石D型・右

隅根石D型・左

隅根石E型・右

隅根石E型・左

根石天端B型

側石C型

基本A型

＊法勾配係数表

1.72047

37° -34′ 35° -32′

1： 1.401： 1.301： 1.201： 1.101： 1.00

45° -00′

1.414211.34536

48° -00′

1： 0.901： 0.80

1.0049

84° -17′55° -00′

1.22066

1： 0.701： 0.60

59° -02′

1.166191.11803

63° -26′

1： 0.50

5分 勾配

1.09659

65° -46′

1： 0.451： 0.40

4分勾 配

68° -12′

1.077031.05948

70° -42′

1： 0.35

1.04403

73° -18′

1： 0.30

1.03078

75° -58′

1： 0.251： 0.20

78° -41′

1.019801.01118

81° -28′

1： 0.15

3分勾 配

法 高 係数

度 　 分

法 勾 配 1： 0.10

39° -48′42° -16′84° -17′

1.640121.562051.486611.00499

S
L
=
1
,
1
1
8
.
0
3

S
L
=
1
,
0
7
7
.
0
3

S
L
=
1
,
0
4
4
.
0
3

H
=
1
,
0
0
0

H
=
1
,
0
0
0

H
=
1
,
0
0
0

500400300

法高（のりたか）ＳＬ

法高さＳＬ＝直高さＨ×法高係数

１ｍ上がって、奥に５０㎝倒れている状態

その時の斜面の長さを法高ＳＬと言う。

④

②

⑥

⑤

③

①

⑦

H
=
2
,
0
0
0

1,000

設計SL＝ 2236（H2000×係数1.118）

63°-26′ 90°

設
計

S
L
=
2
,
2
3
6

設
計

S
L
=
2
,
2
3
6

S
L
=
1
,
9
8
2
（

7
段

）

設
計

S
L
=
2
,
2
3
6

＊ 5分勾配　H2000の場合

＊5分勾配

割付図　作成します。お問合せ下さい。
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ブロック段数

＊段数は根石Ｂ・基本Ａ・天端石Ｂの合計

②

①

②

① 5
6
7

5
6
7

2段

3段

5段

6段

7段 SL=1.982

SL=1.699

SL=1.416

SL=850

SL=567

⑦

①

③

⑤

⑥

②

④

1
,
9
8
2

⑤

④

③

②

⑥

①

1
,
6
9
9

④

③

②

⑤

①

1
,
4
1
6

②

③

①

8
5
0

割付図　作成します。お問合せ下さい。

割付図　作成します。お問合せ下さい。

SL（法高）ｍｍ

SL=8.491

SL=8.208

SL=7.925

SL=7.642

SL=7.359

SL=7.076

SL=6.793

SL=6.510

SL=6.227

SL=5.944

SL=5.661

SL=5.378

SL=5.095

SL=4.812

SL=4.529

SL=567

SL=850

SL=1.133

SL=1.416

SL=1.699

SL=1.982

SL=2.265

SL=2.548

SL=2.831

SL=3.114

SL=3.397

SL=3.680

SL=3.963

SL=4.24615段

14段

13段

12段

11段

10段

9段

8段

7段

6段

5段

4段

3段

2段

段数

30段

29段

28段

27段

26段

25段

24段

23段

22段

21段

20段

19段

18段

17段

16段

基本型水抜

隅根石D型・右

隅根石D型・左

隅根石E型・右

隅根石E型・左

根石天端B型

側石C型

基本A型

和歌山県型ブロック

3
5
0 R40

3
5
0 R40 3
5
0

R40 3
5
0 R40 3
5
0 R40

3
5
0

＊左右有 ＊左右有

R40R40

3
5
0

＊左右有

400

2
5
0

400

2
5
0

φ
10
0

354

1
9
5

3
7
2

566 5
0

3
3
3

333

1
9
5

4
7
8

50 50

1
9
5

227

3
7
2

400

2
5
0

重量：36kg 重量：33kg 重量：36kg 重量：35kg 重量：35kg 重量：24kg

隅根石隅根石
天端型(E型)天端型(D型)

根石
天端型(B型)

基本型(A型) 基本型(水抜) 側石型(C型)

重量：34kg

基本型(A′型)
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＊基本型水抜きは2㎡に1個にしています。　ご確認ください。

年　　度

事 務 所 名

工　事　名

箇　　所

＊割付については、現場寸法の誤差及び納まり具合により現場調整　お願いします。

＊個数については、上記の理由により　発注個数とは、限りません。
大東コンクリート(有）

ＴＥＬ：0736-62-8855

積ブロック割付図
個数　　　　種　　類

　ブロック明細数量表
Ｎｏ.１

417  基本A型 

22   基本型水抜 

3    隅根石D型・左 

2    隅根石E型・右 

69   根石天端B型 

39   側石C型 

＊基本型水抜きは2㎡に1個にしています。　ご確認ください。

年　　度

事 務 所 名

工　事　名

箇　　所

＊割付については、現場寸法の誤差及び納まり具合により現場調整　お願いします。

＊個数については、上記の理由により　発注個数とは、限りません。
大東コンクリート(有）

ＴＥＬ：0736-62-8855

積ブロック割付図 個数　　　　種　　類

　ブロック明細数量表

15

15
15L=4.985（13+D1個）

L=4.985（13+D1個）

L=4.985（13+D1個）

S
L
=
3
.
3
9
7
（

1
2
段

）

S
L
=
3
.
3
9
7
（

1
2
段

）

S
L
=
3
.
1
1
4
（

1
1
段

）

S
L
=
3
.
1
1
4
（

1
1
段

）

S
L
=
2
.
5
4
8
（

9
段

）

S
L
=
2
.
5
4
8
（

9
段

）

設
計

S
L
=
3
.
7
0
0

設
計

S
L
=
3
.
5
0
0

設
計

S
L
=
3
.
2
0
0

設
計

S
L
=
3
.
1
0
0

設
計

S
L
=
2
.
8
0
0

設
計

S
L
=
2
.
6
0
0

設
計

S
L
=
2
.
3
0
0

5,000 5,000 5,000 1,609

設
計

S
L
=
3
.
9
0
0

122  基本A型 

8    基本型水抜 

1    隅根石D型・左 

1    隅根石E型・左 

26   根石天端B型 

10   側石C型 

112  基本A型 

5    基本型水抜 

1    隅根石D型・左 

1    隅根石E型・右 

26   根石天端B型 

9    側石C型 

86   基本A型 

5    基本型水抜 

1    隅根石D型・左 

1    隅根石E型・右 

26   根石天端B型 

7    側石C型 

Ｎｏ.２
320  基本A型 

18   基本型水抜 

3    隅根石D型・左 

2    隅根石E型・右 

1    隅根石E型・左 

78   根石天端B型 

26   側石C型 

L=4.985（13+D1個）

15

15
1

L=3.392（8+2個）

L=4.985（13+D1個）

NO.10+10.000 NO.10

設
計

S
L
=
4
.
6
0
0

S
L
=
4
.
5
2
9
（

1
6
段

）

S
L
=
3
.
9
6
3
（

1
4
段

）

S
L
=
4
.
2
4
6
（

1
5
段

）

設
計

S
L
=
4
.
6
0
0

設
計

S
L
=
4
.
3
0
0

設
計

S
L
=
4
.
3
0
0

設
計

S
L
=
4
.
0
0
0

設
計

S
L
=
4
.
0
0
0

設
計

S
L
=
3
.
9
0
0

S
L
=
3
.
6
8
0
（

1
3
段

）

S
L
=
4
.
2
4
6
（

1
5
段

）

S
L
=
4
.
5
2
9
（

1
6
段

）

設
計

S
L
=
3
.
7
0
0

3,391 5,000 1,609 3,391

113  基本A型 

6    基本型水抜 

1    隅根石D型・左 

1    隅根石E型・右 

17   根石天端B型 

14   側石C型 

162  基本A型 

7    基本型水抜 

1    隅根石D型・左 

1    隅根石E型・右 

26   根石天端B型 

13   側石C型 

142  基本A型 

9    基本型水抜 

26   根石天端B型 

1    隅根石D型・左 

12   側石C型 

割付図　作成します。お問合せ下さい。

割付図　作成します。お問合せ下さい。
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コンクリート積ブロック

和歌山県型

コンクリート 2次製品

県型ブロック基礎

8



①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

県型ブロック基礎

重量

品名

寸法(mm)

県型ブロック基礎　2000タイプ

2000タイプ

220kg

2000×500×250

胴込めコンクリート　0.13ｍ3　必要

2
3

6
0

150 150

製品正面図

H'=200
製品伏図 製品側面図

D
=
5
0
0

150150

1983

30

10

130 70

D
=
5
0
0

2
01
0
0

H=250

L=2000

130130

H
=
2
5
0

6
0

L=2000

　　　　　　　　　　県型ブロック基礎　2000タイプ　幅500ｍｍ　長さ2.0ｍ　厚さ250ｍｍ
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
　　　　　　　　　　県型ブロック基礎　1000タイプ　幅500ｍｍ　長さ1.0ｍ　厚さ250ｍｍ

県型ブロック基礎
1000タイプ

997×500×250

県型ブロック基礎　1000タイプ

重量

品名

寸法(mm)

110kg

胴込めコンクリート　0.065ｍ3　必要

6
0

1
0
0

2
3

10

H=250L=997

D
=
5
0
0

30

980

製品伏図

920 130 70

150

6
0

D
=
5
0
0

2
0

150

製品正面図 130

H
=
2
5
0

L=997

製品側面図
H'=200
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　県型ブロック基礎　標準使用方法
　　　　　5分勾配

　　　　　4分勾配

県型ブロック基礎

重量

品名

寸法(mm)

県型ブロック基礎　標準使用方法

2000・1000タイプ共通

標準使用方法

法勾配度数換算

63.4°
68.2°

73.3°

1
0
0
0

400

300

500

350

3
9

1
3
0

20
63.4°

1
0

法
勾

配
調

整
隙

間
寸

法

法勾配1:0.4の場合 法勾配1:0.5の場合法勾配1:0.3の場合

73.3°

350

36

7
1

法
勾

配
調

整
隙

間
寸

法

D=500

100

H
=
2
5
0

H
=
2
5
0

D=500

68.2°

350

100
29

法
勾

配
調

整
隙

間
寸

法

50 150

D=500

230

H
=
2
5
0

100

テーパー穴

40φー45φ

裏込め
コンクリート
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コンクリート積ブロック

和歌山県型

コンクリート 2次製品

県型ブロック基礎
基礎板
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
　　　　　　　　　　県型ブロック基礎　基礎板　2000タイプ　幅800ｍｍ　長さ2.0ｍ　厚さ100ｍｍ

寸法(mm)

重量

品名

約0.48立米必要

＊中込コンクリート2ｍ１枚当たり

詳細お問合せ下さい。

県型ブロック基礎　基礎板

2000×800×100

286kg

2
0
0

4
0
0

2
0
0

3
6
0

C10

8
0
0

2,000

2
2
0

3
6
0

2
2
0

280 440 560 440 280

補強筋　6Φ　4本

補強筋　6Φ　4本

8
0
0

100

2000タイプ

1
0
0 C1

0

2,000

吊り下げ用インサート
Ｍ16×40　4か所

1
0
0

280 440 560 440 280

300 400 600 400 300

C10

県型ブロック基礎　基礎板　2000タイプ
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

詳細お問合せ下さい。

県型ブロック基礎　基礎板

1000タイプ

約0.24立米必要

143kg

1000×800×100

＊中込コンクリート1ｍ１枚当たり

8
0
0

2
2
0

3
6
0

2
2
0

280 440

998

278

3
6
0

8
0
0

280 440

300 400

278

298

補強筋　6Φ　4本

補強筋　6Φ　2本 100

2
0
0

4
0
0

2
0
0

C10

1
0
0

吊り下げ用インサート
Ｍ16×40　2か所

C10

998

C1
0

1
0
0

県型ブロック基礎　基礎板　1000タイプ

　　　　　　　　　　県型ブロック基礎　基礎板　1000タイプ　幅800ｍｍ　長さ1.0ｍ　厚さ100ｍｍ
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

詳細お問合せ下さい。

県型ブロック基礎　基礎板

1000タイプ

約0.24立米必要

143kg

1000×800×100

＊中込コンクリート1ｍ１枚当たり

8
0
0

2
2
0

3
6
0

2
2
0

280 440

998

278

3
6
0

8
0
0

280 440

300 400

278

298

補強筋　6Φ　4本

補強筋　6Φ　2本 100

2
0
0

4
0
0

2
0
0

C10

1
0
0

吊り下げ用インサート
Ｍ16×40　2か所

C10

998

C1
0

1
0
0

県型ブロック基礎　基礎板　1000タイプ

　　　　　　　　　　県型ブロック基礎　基礎板　1000タイプ　幅800ｍｍ　長さ1.0ｍ　厚さ100ｍｍ
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
　　　　　プレキャスト基礎板　幅600　2000タイプ　幅600ｍｍ　長さ2.0ｍ　厚さ100ｍｍ

6
0
0

補強筋　6Φ　4本

2,000

補強筋　6Φ　4本

1
0
0

C10

M16× 40　4か所

吊り下げ用インサート

2,000

100

C10

寸法(mm)

品名

重量

プレキャスト基礎板

2000×600×100

286㎏
2000タイプ

プレキャスト基礎板　幅600　2000タイプ
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

吊り下げ用インサート

M16×40　2か所

寸法(mm)

品名

重量

プレキャスト基礎板

998×600×100

143㎏

1
0
0

補強筋　6Φ　4本

998

補強筋　6Φ　2本

6
0
0

C10

100

998

1000タイプ

プレキャスト基礎板　幅600　1000タイプ

　　　　プレキャスト基礎板　幅600　1000タイプ　幅600ｍｍ　長さ1.0ｍ　厚さ100ｍｍ
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
　　　　　　プレキャスト基礎板　幅800　2000タイプ　幅800ｍｍ　長さ2.0ｍ　厚さ100ｍｍ

寸法(mm)

品名

重量

プレキャスト基礎板

2000×800×100

381㎏

C10

100

8
0
0

補強筋　6Φ　4本

補強筋　6Φ　4本

2,000

2,000

吊り下げ用インサート

M16×40　4か所

C10

1
0
0

2000タイプ

プレキャスト基礎板　幅800　2000タイプ
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

品名

重量

プレキャスト基礎板

C10

100

998×800×100

191㎏

1
0
0

補強筋　6Φ　4本

補強筋　6Φ　2本

吊り下げ用インサート

M16×40　2か所

998

8
0
0

998

1000タイプ

プレキャスト基礎板　幅800　1000タイプ

　　　　　　プレキャスト基礎板　幅800　1000タイプ　幅800ｍｍ　長さ1.0ｍ　厚さ100ｍｍ
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Ｕ　字　溝

コンクリート 2次製品
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、

　横に変更する。（①で、元から横に配置されるデータはそのままで大丈夫です）

③配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

④カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

⑤【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

１００ Ｕ字溝

100 U字溝

15kg

1
3
0

600 130

1
6
0

3
0

1
0
0

3
0

9
5

1
6
0

1
2
0

R2
0

C20

縦鉄筋　φ2.6　3本  

横鉄筋　φ2.6　5本  

30

160×600×130

寸法(mm)

重量

品名

１５０ Ｕ字溝

150 U字溝

210×600×185

24kg

600 185

2
1
0

1
8
5

3
0

1
5
0

3
0

1
4
0

R3
0

1
6
0

2
1
0

C25

縦鉄筋　φ2.6　5本

横鉄筋　φ2.6　5本

35
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、

　横に変更する。（①で、元から横に配置されるデータはそのままで大丈夫です）

③配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

④カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

⑤【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

１８０ Ｕ字溝

180 U字溝

250×600×220

32kg

600 220

1
7
5

3
5

1
8
0

3
5

2
5
0

2
2
0

1
9
0

2
5
0

R4
5

C30横鉄筋　φ3.2　5本

縦鉄筋　φ2.6　5本

40

寸法(mm)

重量

品名

２４０ Ｕ字溝

2
9
0

290

4
5

2
4
0

4
5

2
2
0

2
4
0

3
2
0

R4
5

C40

600

3
3
0

240 U字溝

330×600×290

56kg

横鉄筋　φ3.2　5本

縦鉄筋　φ3.2　7本

50
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、

　横に変更する。（①で、元から横に配置されるデータはそのままで大丈夫です）

③配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

④カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

⑤【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

３００Ｂ Ｕ字溝

300B U字溝

400×600×360

77kg

600

4
0
0

3
6
0

360

5
0

3
0
0

5
0

2
6
5

3
0
0

3
8
0

R4
5

C40横鉄筋　φ4.0　5本

縦鉄筋　φ3.2　9本

60

寸法(mm)

重量

品名 360B U字溝

460×600×425

100kg

３６０Ｂ Ｕ字溝

600

4
6
0

4
2
5

425

5
0

3
6
0

5
0

3
2
0

3
6
0

4
4
0

R4
0

C40横鉄筋　φ4.0　8本

縦鉄筋　φ4.0　11本

65
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、

　横に変更する。（①で、元から横に配置されるデータはそのままで大丈夫です）

③配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

④カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

⑤【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

４５０ Ｕ字溝

450 U字溝

560×600×520

139kg

600

5
6
0

520

5
5

4
5
0

5
5

4
1
0

5
2
0

5
4
0

4
3
0

R6
5

C55

横鉄筋　φ5.0　8本

縦鉄筋　φ4.0　13本

70

６００ Ｕ字溝

196kg

740×600×680

600 U字溝品名

重量

寸法(mm)

600

7
4
0

680

7
0

6
0
0

7
0

5
4
0

R6
5

C50

6
0
0

7
0
0

6
8
0

横鉄筋　φ6.0　8本

縦鉄筋　φ6.0　15本

80
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、

　横に変更する。（①で、元から横に配置されるデータはそのままで大丈夫です）

③配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

④カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

⑤【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

600

600

100 U字溝－１種蓋

160×600×33

6kg

１００ Ｕ字溝－１種蓋

横鉄筋　φ2.6　5本

1
6
0

3
3

33

縦鉄筋　φ2.6　3本

3
5

9
0

3
5

28

寸法(mm)

重量

品名

１５０ Ｕ字溝－１種蓋

210×600×37

10kg

横鉄筋　φ2.6　5本

縦鉄筋　φ2.6　3本

37600

32

2
1
0

3
7

3
5

1
4
0

3
5

7
5

150 U字溝－1種蓋
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、

　横に変更する。（①で、元から横に配置されるデータはそのままで大丈夫です）

③配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

④カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

⑤【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

１８０ Ｕ字溝－１種蓋

寸法(mm)

重量

品名

250×600×40

12.5kg

35

40600

2
5
0

8
0

4
0

1
7
0

4
0

縦鉄筋　φ2.6　3本

4
0

横鉄筋　φ2.6　6本 180 U字溝－1種蓋

寸法(mm)

重量

品名

400×600×60

33kg

60600

4
0
0

6
0

1
0
0

5
5

2
9
0

5
5

50

横鉄筋　φ4.0　6本

縦鉄筋　φ3.2　4本

３００ Ｕ字溝－１種蓋

300 U字溝－1種蓋
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、

　横に変更する。（①で、元から横に配置されるデータはそのままで大丈夫です）

③配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

④カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

⑤【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

740×600×75

77kg

600 U字溝－1種蓋

６００ Ｕ字溝－１種蓋

75600

7
4
0

7
5

7
5

5
9
0

7
5

1
5
0

横鉄筋　φ6.0　6本

縦鉄筋　φ4.0　6本

65

寸法(mm)

重量

品名

460×600×65

41kg

３６０ Ｕ字溝－１種蓋

600

4
6
0

6
5

1
2
0

横鉄筋　φ5.0　6本

65

5
5

3
5
0

5
5

55

縦鉄筋　φ3.2　4本

360 U字溝－1種蓋
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

２４０ Ｕ字溝－２種蓋

240 U字溝－2種蓋

330×600×100

45kg

85

100600
3
3
0

1
0
0

9
0

5
0

2
3
0

5
0

横鉄筋　φ10.0　5本

縦鉄筋　φ6.0　3本

C10

寸法(mm)

重量

品名

３００ Ｕ字溝－２種蓋

300 U字溝－2種蓋

400×600×100

55kg

85

100600

4
0
0

1
0
0

1
0
0

5
5

5
5

2
9
0

横鉄筋　φ10.0　5本

縦鉄筋　φ6.0　4本

C10
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

Ｕ 字 溝

150-U

180-U

240-U

300B-U

360B-U

450-U

600-U

24kg

32kg

56kg

77kg

100kg

139kg

196kg

600

600

600

600

600

600

600

210

250

330

400

460

560

740

30

35

45

50

50

55

70

185

220

290

360

425

520

680

160

190

240

300

360

430

600

150

180

240

300

360

450

600

35

40

50

60

65

70

80

a b c d e f g

2.6 5 5

2.6

3.2

3.2

4.0

4.0

6.0

5

7

9

5

5

5

11 84.0

4.0

3.2

3.2

2.6

13 8

815 6.0

径 径本数 本数

鉄　筋

縦鉄筋 横鉄筋呼び名 重 量
寸　法 （ｍｍ）

5.0

その他サイズお問合せ下さい。

横鉄筋 縦鉄筋
b

d

a

g

縦鉄筋
横鉄筋

f
c

d

c

eg

600

600

600

600

600

210

250

400

460

740

35

55

55

75

140

170

290

350

590

37

40

60

65

75

32

35

50

55

65

75

80

100

120

150

寸　法　（ｍｍ）
縦鉄筋 横鉄筋

本数径 本数径

2.6

2.6

3.2

3.2

4.0

3

3

4

4

6

2.6

2.6

4.0

5.0

6.0

5

6

6

6

6

鉄　筋

種類

１種

10kg

12.5kg

33kg

41kg

77kg

重量

150-U 蓋

180-U 蓋

300-U 蓋

360-U 蓋

600-U 蓋

呼び名

横鉄筋

縦鉄筋

a b c d e f g

40

その他サイズお問合せ下さい。

Ｕ字溝－１種蓋

b
e

a e
f

g

c
d

c
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

600

600

寸　法　（ｍｍ）
縦鉄筋 横鉄筋

本数径 本数径

3 5

鉄　筋

種類 重量呼び名

240-U 蓋

300-U 蓋
２種

45kg

55kg

330

400

50

55

230

290

85

85

90100

100 100

6.0

6.0 4 5

10.0

10.0

a b c d e f g

その他サイズお問合せ下さい。

Ｕ字溝－２種蓋

横鉄筋

縦鉄筋

e
b g

a

d
c

c

e

f
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土　留　め

コンクリート 2次製品

・ウエイトⅡブロック

・ウエイトⅡ基礎ブロック

・施工図

・ブロック基礎

・ウエイトブロック

施工図
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

ウエイトⅡブロック　1000×600×500　320㎏
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

ウエイトⅡ基礎ブロック2000×650×250　390㎏

寸法(mm)

品名

重量

ウエイトⅡ基礎ブロック

2000×650×250

390kg

ウエイトⅡ基礎ブロック

＊中込コンクリート　１枚当たり

約0.16立米必要

詳細お問合せ下さい。
C10

580 130 580 210

600 600

C1
0

C2
0

2,000

R5
0.
8

10
20

6
5
0

2
5
0

210

200

151348

2,000

1
0
0

600

145 145

125 125

2,000

150200

1
5
0

2
5
0

C20
R50

200

650

480

600200 125 150 125
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

ウエイトⅡブロック・ウエイトⅡ基礎ブロック　施工図

ウエイトⅡブロック・ウエイトⅡ基礎ブロック　施工図
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

ウエイトⅡブロック・ウエイトⅡ基礎ブロック　施工図

ウエイトⅡブロック・ウエイトⅡ基礎ブロック　施工図
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
ブロック基礎　2000×150×250　90㎏

寸法(mm)

重量

品名

90kg

2000×150×250

R
5
0

C
5

2
5

2
5

105 785 220 785 105

8
0

1
5
0

C
5

R
5
0

1
0
0

400 400 400 400 400

500 500

2,000 250

105 785 55 110 55 785 105

2
5
0

510 10 5 10 10

ブロック基礎

ブロック基礎
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

ウエイトブロック　1200×600×600　960㎏
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

ウエイトブロック積み上げ図

ブロック基礎積み上げ図
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車　止　め

コンクリート 2次製品

・車止め片面（小）

・ＰＡ-Ｈ

・パーキングポイント
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
片面（小）　100×600×高さ100　13kg

寸法(mm)

重量

品名

100×600×100

13kg

車止め片面(小)

車止め片面(小)

600 100

1
0
0

1
0
0

R
2
0

1
0
0

56020 20

4
0
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

ナチュラル イエロー

ご確認される事をお勧めします。

色味につきましては、実際の製品で

重量

品名

寸法(mm)

ＰＡ－Ｈ

PA-H

160×600×120

17kg

2
0

2
0

2
5

8

8

9

8

A　A’断面

600

1
6
0

5
5

5
0

6
0

5
0

25

120

C
1
0

C
1
0

φ

1
5

35

R
6
0

2
0

4
5

9
3

2

1
2
0

45 500 45 55

A’

A

100 400 80 20

カラー

PA-H　160×600×高さ120　17kg

43



①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
パーキングポイント　150×600×高さ75　11kg
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会　所

コンクリート 2次製品
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

会所２００ 本体

会所200 本体

300×300×260

21kg

配管接続用くぼみ

2
5
0

1
7
0

2
0
035

3
0
0

300

170

C20

φ150

18

3
0

3
0

2
6
0

300

250
5

5

寸法(mm)

重量

品名

会所２００ フタ

会所200 フタ

240×240×30

4kg

240

2
4
0

30

2
4
0

2
3
0

C20

φ30
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

340×340×360

会所240 本体

会所２４０ 本体

22kg

1
0

1
0

2
8
0

35

2
4
0

340

3
4
0

R3
5

240

340

290

18

2
1
5

1803
6
0

4
0

2
0

C7

C20

配管接続用くぼみ

寸法(mm)

重量

品名

会所２４０ フタ

会所240 フタ

5kg

270×270×38

2
7
0

2
5
0

38

1
0
0

20

270

2
7
0
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名 会所300 本体

410×410×420

会所３００ 本体

300

3
0
0

4
1
0

410

35

3
4
0

5
5

3
0

4
5

2
5
0

220 18

360

410

4
2
0

38kg

C20

配管接続用くぼみ

8
0

寸法(mm)

重量

品名

会所３００ フタ

会所300 フタ

330×330×35

7kg

330

3
3
0

30

35

3
3
0

3
2
0

48



①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

配管接続用くぼみ

会所４５０ 本体

会所450 本体

620×620×685

147kg

6
2
0 450

6
8
5

1
0
0

4
5

620

4
9
5

440 22

4
5
0

5
4
0

1
0

1
0

60

620

C20

540

寸法(mm)

重量

品名

会所４５０ フタ

会所450 フタ

530×530×60

530

5
3
0

1
2
0

5
3
0

5
0
5

60

35

36kg
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量

品名

配管接続用くぼみ

会所６００ 本体
8
2
0

8
3
0

830

830

710

1
0
0

6
5

4
9
0

435
7
3
0

6
0
0

75

1
7
.
5

1
7
.
5

25

C20

会所600 本体

830×830×820

286kg

600

寸法(mm)

重量

品名 会所600 フタ

720×720×75

720

7
2
0

40

1
2
0

75

7
2
0

6
9
0

79kg

会所６００ フタ
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“-90 度”と入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

b c d e f g h i ja

300

450

600

240

200

呼び名

051051062071

081063092

052022024063003

30

40

45

30

20

30

450 540 100

600 710 100 820

250

240

300

340

410

620

830

250

280

540

730

260

330

520

340

240

45

65

685 440

435

215

495

490695

寸法(mm)

240

270

330

35

30

35

530

720

60

75

A B

寸法(mm)
重 量

147kg

286kg

21kg

22kg

38kg

重 量

蓋

36kg

79kg

4kg

5kg

7kg

会　所

B(蓋厚み)

a(桝穴)

h
(
本

体
高

さ
）

f
g

b

j

i

e(本体外寸)

d

c

e(本体外寸)

A(蓋外寸）

その他サイズお問合せ下さい。

本　    　　体
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フェンス基礎

コンクリート 2次製品
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に角度“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

Ｆ1　フェンス１３０

品名

寸法(mm)

重量

Ｆ1　フェンス130

9㎏

130×130×350

120

130

80

1
2
0

1
3
0

350

1
3
0

5 345
2
5

8
0

2
5

3
0

7
0

3
0

品名

寸法(mm)

重量

F2　フェンス180短

14㎏

Ｆ2　フェンス１８０短

2
5

1
3
0

2
5

160

180

1
6
0 130

1
8
0

180×180×350

350

1
8
0

10 340

3
5

1
1
0

3
5
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に角度“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

Ｆ3　フェンス１８０

品名

寸法(mm)

重量 21㎏

160

180

1
6
0

1
8
0 120

3
0

1
2
0

3
0

Ｆ3　フェンス180

180×180×450

450

1
8
0

10 440

4
5

9
0

4
5

品名

寸法(mm)

重量

Ｆ4　フェンス230

230×230×450

31㎏

10 440

5
0

1
3
0

5
0

3
5

1
6
0

3
5

F4 フェンス２３０

210

230

2
1
0

2
3
0

450
2
3
0160
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に角度“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

Ｆ５　フェンス３００

品名

寸法(mm)

重量

Ｆ5　フェンス300

300×300×450

47㎏

450

3
0
0

1
9
0

5
5

4
0

2
2
0

4
0

5
5

10 440

2
8
0

3
0
0 220

280

300

フェンス２００

品名

寸法(mm)

フェンス200

200×200×450

重量 27㎏

450

2
0
0

20 420 10

4
0

1
2
0

4
0

5
0

1
0
0

5
0

200

160

120

1
6
0

2
0
0
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に角度“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

フェンス２５０

品名

寸法(mm)

重量

フェンス250

250×250×450

230

250

160

2
3
0

2
5
0

450

2
5
0

10 440

6
2
.
5

1
2
5

6
2
.
5

4
5

1
6
0

4
5

42㎏

350

450

450

450

450

345

430

440

440

440 300

250

230

200

180

180

130 70

110

80 5 120

16010130

12090 10 160

160

210

230

28010

10

10

20120

160

160

220190

125

130

100

９㎏

14㎏

21㎏

27㎏

31㎏

47㎏

200×200×450

130×130×350

230×230×450

250×250×450

300×300×450

フェンス130

フェンス180短

フェンス180

フェンス200

フェンス230

フェンス250

フェンス300

Ｆ3

Ｆ4

Ｆ5

Ｆ1

Ｆ2

bａ d fe gC
量 重名び呼

寸　　　法 単位：㎜

単位：㎜

サイズ

180×180×350

180×180×450

350 340340

450 440

フェンス基礎

H150～H1000まで5㎝刻みで受注生産となります。

e

g
c

c g

a

b

de

c

ｆ

・規格外の□300は H250～H750まで5cm刻みで、

□400 □450 □500 □550 □600は、

42㎏
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束　石

コンクリート 2次製品

束石十字（立方体）

束石（台形）

プレート付束石
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

束石十字（立方体）10cm･15cm

BA

束石十字10cm(立方体)

束石十字15cm(立方体)

200×200×100

200×200×150

9kg

14kg

200 100

200 150

規 格 (mm) 重 量品　名

寸 法 (mm)

A
B

9
4
.
5

A B

9 4.5

180

230

1
8
0

2
3
0

1
5
0

150

寸法(mm) 230×230×150

束石（台形）

重量

品名

束石（台形）

14kg
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に角度“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

寸法(mm)

重量 14kg

品名 プレート付束石(正方形)

200×200×150

200 150

2
0
0

2
5

2
0
0

φ7

2

1
5
0

1
1
0

110

プレート付 束石（立方体）

プレート付 束石（台形）

180

1
8
0

2
3
0

230

1
1
0

1
5
0

110 150

2
3
0

2
5

φ7

2

寸法(mm)

重量 14kg

230×230×150

プレート付束石(台形)品名
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底　板

コンクリート 2次製品

重圧管ベース

浄化槽底版コンクリート(PC底版)
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①【ファイル】→【配置】で、「JWCAD」→「2次製品」→「JW2 次製品図面集」→「図面 PDF データ」より

　対象のデータを選択して配置する。もう一つのデータも同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に角度“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に合わせて、奇数のページ分は右の　　に、

　図面枠を合わせて上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

500 500

重圧管ベース 500×100×2000

重量

品名

寸法(mm)

重圧管ベース

500×100×2000

225kg

【配筋図】

D10 400×6本 D10 1900×6本

5050
2,000

4060
100

5
0
0

1
0
0

4
0

6
0

5@380=1,900

5
0

5
0

5
@
8
0
=
4
0
0

4ヶ所

吊上げ用インサートM16×30

吊上げ用インサートM16×30

5
0
0

5
0

5
0

5
@
8
0
=
4
0
0

重量

品名

寸法(mm)

重圧管ベース

重圧管ベース 500×100×1000

500×100×1000

114kg

1
0
0

4
0

6
0

【配筋図】

500 500

D10 900×6本

1,000
50 503@300=900

2ヶ所

40
100

60

D10 400×4本
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
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そ　の　他

コンクリート 2次製品

・平板 300 角

・サイコロブロック

・境界杭

・地先
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法

境 界 杭

寸法(mm)

重量 11kg

品名 境界杭

仕様

90×600×90

600

9
0

70

90

7
0

9
0

580

600

7
0

9
0

1
0

1
0

10 10

【境界表示記号】

境界記号4種類

杭上下に表示あり

組合せは色々

寸法(mm)

重量

品名

仕様

境 界 杭 １／２

90×300×90

境界杭1/2

5kg

境界記号4種類

組合せは色々

杭上下に表示あり

70

90

7
0

9
0

280

300

7
0

9
0

9
0

300

10 10

1
0

1
0

【境界表示記号】
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①【ファイル】→【配置】で、「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「図面 PDF データ」より

　対象製品の PDF を選択して配置する。もう一つの対象製品の PDF も同じように配置する。

　※たまに、配置した時に縦になってる図面がありますので、その分に関しては図面を選択して、

　【オブジェクト】→【変形】→【回転】で、【角度】に“90 度 /-90 度”を入れ、横に変更する。

②配置した図面を選択して、【オブジェクト】→【変形】→【拡大・縮小】で、

　【縦横比を固定 /拡大・縮小】に“65％”と入れ、サイズを縮小する。

③カタログの偶数ページ分は左の　　に図面枠を合わせて、奇数のページ分は右の　　に

　図面枠を合わせて、上下配置する。

④【ファイル】→【別名で保存】でファイルの種類を“Adobe PDF”にして、

　「共有フォルダ」→「カタログ 2016」→「製品 A4･2 段」に名前を付けて保存する。

※≪ウエイトⅡ・ウエイト基礎　施工図≫に関しては、元から A4 サイズの JWW がありますので、

　2段 PDF を作る必要はありません。

図面の PDF データを、カタログ用に２段で配置する方法
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コンクリート 2次製品
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重量(㎏) サイズ(ｍｍ) パレット 重量(㎏) サイズ(ｍｍ) パレット

県型ブロック基礎　2000 220 2000×500×250 会所２００本体 21 ３００＊３００＊２６０

県型ブロック基礎　1000 110 997×500×250 会所２００－蓋 4 ２４０＊２４０＊３０

県型ブロック基礎　基礎板　2000 286 2000×800×100 会所２４０本体 22 ３４０＊３４０＊３６０

県型ブロック基礎　基礎板　1000 143 1000×800×100 会所２４０－蓋 5 ２７０＊２７０＊３８

PC基礎板　幅600　2000 286 2000×600×100 会所３００本体 38 ４１０＊４１０＊４２０

PC基礎板　幅600　1000 143 998×600×100 会所３００－蓋 7 ３３０＊３３０＊３５

PC基礎板　幅800　2000 381 2000×800×100 会所４５０本体 147 ６２０＊６２０＊６８５

PC基礎板　幅800　1000 191 998×800×100 会所４５０－蓋 36 ５３０＊５３０＊６０

１００ Ｕ字溝 15 １６０＊６００＊１３１ 100 会所６００本体 286 ８３０＊８３０＊８２０

１５０ Ｕ字溝 24 ２１０＊６００＊１８５ 40 会所６００－蓋 79 ７２０＊７２０＊７５

１８０ Ｕ字溝 32 ２５０＊６００＊２２０ 28 Ｆ１ フェンス１３０ 9 １３０＊１３０＊３５０ 120

２４０ Ｕ字溝 56 ３３０＊６００＊２９０ Ｆ２ フェンス１８０短 14 １８０＊１８０＊３５０ 60

３００Ｂ　Ｕ字溝 77 ４００＊６００＊３６０ Ｆ３ フェンス１８０ 21 １８０＊１８０＊４５０ 60

３６０Ｂ　Ｕ字溝 100 ４６０＊６００＊４２５ Ｆ４ フェンス２３０ 31 ２３０＊２３０＊４５０ 40

４５０ Ｕ字溝 139 ５６０＊６００＊５２０ Ｆ５ フェンス３００ 47 ３００＊３００＊４５０ 24

６００ Ｕ字溝 196 ７４０＊６００＊６８０ フェンス２００ 27 ２００＊２００＊４５０ 50

１００ Ｕ字溝－蓋 6 １６０＊６００＊３３ フェンス２５０ 42 ２５０＊２５０＊４５０ 32

１５０ Ｕ字溝－蓋 10 ２１０＊６００＊３７ 束石十字１０ｃｍ（立方体） 9 ２００＊２００＊１００ 100

１８０ Ｕ字溝－蓋 12.5 ２５０＊６００＊４０ 束石十字１５ｃｍ（立方体） 14 ２００＊２００＊１５０ 100

３００ Ｕ字溝－蓋 33 ４００＊６００＊６０ 束石（台形） 14 ２３０＊２３０＊１５０ 100

３６０ Ｕ字溝－蓋 41 ４６０＊６００＊６５ プレート付束石（立方体） 14 ２００＊２００＊１５０ 100

６００ Ｕ字溝－蓋 77 ７４０＊６００＊７５ プレート付束石（台形） 14 ２３０＊２３０＊１５０ 100

２４０ Ｕ字溝－２種蓋 45 ３３０＊６００＊１００ 重圧管ベース　　2ｍ 225 ５００＊１００＊２０００

３００ Ｕ字溝－２種蓋 55 ４００＊６００＊１００ 重圧管ベース　　1ｍ 114 ５００＊１００＊１０００

ウエイトⅡブロック 320 １０００＊６００＊５００ 浄化槽底版ｺﾝｸﾘｰﾄ(PC底版5) 552 ２０００*１０００*１２０

ウエイトⅡ基礎ブロック 390 ２０００＊６５０＊２５０ 浄化槽底版ｺﾝｸﾘｰﾄ(PC底版7) 933 ２６００*１３００*１２０

ブロック基礎 90 ２０００＊1５０＊２５０ 平板３００角 12 ３００＊３００＊６０ 120

ウエイトブロック 960 ６００＊６００＊１２００ サイコロブロック　50個/袋 15㎏/袋 ４０＊５０＊６０

車止め片面（小） 13 １００＊６００＊１００ 100 境界杭 11 ９０＊６００＊９０

ＰＡ－Ｈ 17 １６０＊６００＊１２０ 80 境界杭 １／２ 5 ９０＊３００＊９０

パーキングポイント 11 １５０＊６００＊７５ 地先 20 １２０＊６００＊１２０

・ フェンス基礎の規格外　□300は H250～H750まで 5cm刻みで、

　□400　□450　□500　□550　□600　は H150～Ｈ1000 まで

　5cm刻みで、受注生産となります。

・ その他、お気軽にお問合せ下さい。

大東コンクリート 二次製品 一覧表
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TEL. 0736-62-8855（代）
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